
事業概要：重クロム酸、過マンガン酸、二酸化マンガン等の酸化剤を用
いない、環境に優しい簡便な酸化法が待望されている。開発案件は、有機

酸化触媒とこれを活性化する電解酸化法を組み合わせた新しいアルコー

ル類の酸化方法である。この方法は、ポリマーに有機酸化触媒である

TEMPOを修飾し、図に示すような間接電解酸化法により、TEMPOを酸

化活性にし、このTEMPOを用いて目的のアルコール類を酸化することか

らなり、この方法を検証し実用化する。当該方法は、単に、アルコールの

酸化のみならず、縮合や精密有機合成化学分野での製造方法として広く応

用できる。

事業成果：金属性の酸化触媒に替わって、TEMPOのような有機酸化触媒
を電解酸化反応系で反復使用する今回の方法を、複雑な有機化合物の水酸

基の酸化で実証実験を行い、1級及び2級アルコール類の間接的な電解酸

化に有効であることを確認した。なお、環境に優しく簡便な酸化法を望む

多様なエンドユーザーの要請に対応するため、TEMPO触媒の種類の多様

化で対応する。
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